
 今今今今や運送業界はスピード時代、当日納品は当たり

前になっています。 

 赤帽は、昭和５０年５月、日本で初めての軽貨物自

動車による軽運送業として誕生し、いまや全国に  

１９，５００台。その内、赤帽首都圏協同組合は、 

東京・埼玉・千葉・神奈川に６，４００人の組合員で 

構成され、７，３００台の赤帽車が引越、納品代行、

引取代行、什器の移設、各種イベントの搬入出、商品

の一時預かりや梱包発送代行など人々の生活に密着し

た動きをしています。 

 今回は新木場にある城東支部を訪問しました。 

城東支部では６０３名の組合員、約７００台の車輌が

稼働しています。 

 ある部品、ある材料がなくて作業できない、工場の

生産ラインが止まってしまい今すぐ交換が必要だ。そ

のような緊急を要する仕事が６～７割を占めるなか 

現場に一番近い車両を迅速に配車するのに、田中電気

で各車輌に設置させていただいたＧＰＳ無線機器や、 

ＥＴＣが 大活躍しております。  

 

 ｢一斉に通信出来る無線機器は何といっても即効

力、緊急対応の点で、他に勝るものはありません。」 
                                                   （城東支部 石中支部長 談）  
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 田中電気お客様訪問記  

赤帽首都圏軽自動車運送協同組合 様 
｢ＧＰＳ無線 車輌位置管理システム｣ 

←支部では、最適な車両が今どこに

いるのかを、常時パソコン上で把握し

ています 

美倉橋の際にある、全国赤帽協同組合連合会本部 

↑高い安全性の赤帽専用特装車 

赤帽では、荷物の配達だけでなく機器の梱包・

組立や設置、簡単なパソコンの設定などにも   

対応できるよう取り組んでいます 

↑ピンクの印が車両のいる位置を 

画面地図上で示している 

 ☆お知らせ 携帯電話番号ポータビリティ制度、10月24日開始 

ドコモ ⇔ ａｕ は田中電気で！ 
 お問い合わせ ０３－５２５６－１２０１担当 深津 

 

ご用命は、赤帽フリーダイヤル 

０１２０－４００ー１１１ まで 
お電話一本でどこへでも伺います 
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何でもお気軽にお電話ください（上記、田中電気に関するご質問・その他ご相談など） 

０１２０－１１８－７７２０１２０－１１８－７７２０１２０－１１８－７７２０１２０－１１８－７７２    秋葉原ファクトリーまで 

秋葉原ファクトリーは田中電気のお客様のための窓口です    

    秋葉原の歴史 シリーズその22    

ＦＡＣＴＯＲＹ ＮＥＷＳ 45号 

 高さ143cm(ﾎﾞﾄﾙ含む)×幅30cm×奥行30㎝            

毎日、身体にいいお水を 

 ハワイウォーター 

サーバーレンタル料サーバーレンタル料サーバーレンタル料サーバーレンタル料        ６００円６００円６００円６００円((((税込）／月税込）／月税込）／月税込）／月    

５ガロン５ガロン５ガロン５ガロン((((約１９Ｌ約１９Ｌ約１９Ｌ約１９Ｌ))))ボトルボトルボトルボトル        ２，１００円２，１００円２，１００円２，１００円((((税込税込税込税込))))    

◆専用のレンタルサーバーは、５℃の冷水と、 

 ９０℃のお湯がいつでもたっぷりと使えます 

 今までご紹介してきた神田川の橋が和泉橋でとまっていた

ので、隅田川に至るまでの橋を紹介します。 
 

「 美 倉 橋 」 
 

 千代田区東神田の２丁

目と３丁目の間で〝清洲

橋通り〟が「神田川」を

渡る鋼製の上路式ヒンジ

アーチ橋で 昭和４年 (１

９２９年)に関東大震災

の復興事業として架けら

れた橋である。 

  この場所に橋が架けら

れたのは江戸時代の前半

のようで、当時は｢柳原新し橋｣と呼ばれていたらしい。「美

倉橋」の名称は、橋の近辺に三つの米倉があったことから

「三倉橋」と呼ばれ、それが転じて「美倉橋」となったらし

い。あまり渡った人は少ないと思いますが、秋葉原の電気街

と、浅草橋の問屋街の中間地点にあって、周辺には昔ながら

の小さな商店も多いが、古い街並みを守っているというので

もなく、なんとなく開発から取り残されたというイメージも

以前はあったが、今ではビル建直しのラッシュである。 
 

「 左 衛 門 橋 」 
 

 浅草橋上平右衛門

町を開いたのは、右

衛門という人物で、

天正１８年 (１５９

０年) 家康の江戸入

国に従って入り、元

和 ２ 年 (１ ６ １ ６

年)、家康が浅草寺

へ参詣した際、この

地に町屋を開く事を

命じられ、町名を平

右衛門が住む土地と

し、名主となった。この地には、慶長(１５９８年)以来、徳川

譜代大名、庄内藩酒井左衛門尉の上屋敷 (１２万石)があった

が、明治元年(１８６８年)に公収され、町屋が開かれ「橋をか

ける」という事になった。当初、平右衛門町の隣にあったこ

とから、新平右衛門町と称していた。後に、神田川に臨むこ

の地を俗に左衛門町川岸と呼んでいたのをとって町名となっ

た。夏本番の屋形船も夕方の出番を待っている。 

 国内外の危機管理に関連する製品・サービ

スなどを幅広く対象とした危機管理に関する

総合展示会に、昨年に引き続き今回２回目の

連続出展をいたします。 

「企業防災」をテーマと

し、衛星携帯電話に替わ

る通信手段として注目さ

れている「無線通信シス

テム」をご紹介します。 

 是非、お立ちよりくだ

さい。 

 期間は10101010月月月月24242424日日日日((((火火火火))))～～～～26262626日日日日((((木木木木))))    
 場所は東京ビッグサイト東京ビッグサイト東京ビッグサイト東京ビッグサイトで開催されます。 

※ご招待券ご希望の方は0120-118-772 矢島まで 

 『危機管理産業展2006』 

         に出展いたします 

 7 月 24 日 (月)

『平成18年度全社

安全衛生大会』を

開催いたしまし

た。参 加 人 数 は

100名を超え盛大

な大会となり、今

回は、道路交通法

の改訂に伴う交通

安全の講習及び各本部の安全対策事例報告、各賞の

表彰等と内容も充実したものでした。 

 田中電気ＮＥＷＳ 

平成平成平成平成18181818年度全社安全衛生大会を開催年度全社安全衛生大会を開催年度全社安全衛生大会を開催年度全社安全衛生大会を開催    


